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～平成 31 年度～

九戸村 消防演習

　

４
月
29
日
、
戸
田
小
学
校
の

校
庭
で
、
平
成
31
年
度
村
消
防

演
習
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
戸
田
地
区
で
開
催
。
村

消
防
団
員
や
女
性
消
防
協
力

隊
員
な
ど
３
２
０
人
が
威
風

堂
々
と
規
律
正
し
い
演
習
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
村
消

防
団
員
、
女
性
消
防
協
力
隊
員

が
戸
田
小
学
校
に
入
場
、
消
防

演
習
に
臨
み
ま
し
た
。
訓
練
で

は
、
9
つ
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
小
隊
訓
練
は
、
婦
人
消
防
協

力
隊
と
戸
田
地
区
の
第
２
中

隊
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

大
隊
訓
練
で
は
、
村
内
の
全
分

団
が
尾
友
勇
一
大
隊
長
指
揮

の
下
、
統
制
の
と
れ
た
歩
き
ぶ

り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
消
火
訓
練
で
は
、
戸
田
地
区

の
住
民
が
消
火
器
を
使
っ
た

訓
練
を
し
ま
し
た
。
親
子
７
人

が
参
加
し
、
消
防
署
員
に
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
燃
え
盛
る
炎

め
が
け
て
消
火
器
を
噴
射
。
消

火
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

威
風
堂
々
規
律
正
し
く

消防署員の指導を受け消火訓練

山
根
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露

元
気
い
っ
ぱ
い
に

ダ
ン
ス
を
す
る
園
児



　
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
り
、
こ

の
日
、
表
彰
さ
れ
た
人
、
分
団
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
。
○
内

の
数
字
は
分
団
名
、
○本
は
団
本

部
）

■
村
長
表
彰

▽
功
績
証
（
勤
続
25
年
）

細
川　
　
忠
⑤　
櫻
庭　
裕
之
⑥

谷
地　
竹
文
⑥　
上
村　
正
志
⑩

■
岩
手
県
消
防
協
会
二
戸
地
区
支

部
長
表
彰

▽
優
良
竿
頭
綬

第
３
分
団　
　
第
14
分
団

▽
功
労
章
（
勤
続
20
年
）

三
春　
依
子
○本　
橋
場　
豊
一
⑩

小
沼　
智
史
⑩　
森　
　
直
樹
⑪

澤
口　
　
誠
⑫　
大
崎　
義
章
⑮

▽
功
績
章
（
勤
続
15
年
）

吉
田　
一
幸
①　
千
葉　
　
司
③

野
中　
直
樹
③　
柴
田　
友
輔
③

小
松　
博
光
⑤　
大
崎　
真
吾
⑮

▽
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

小
松　
聡
純
①　
松
本　
　
稔
④

七
戸　
貴
利
④　
向
川　
克
彦
⑦

斉
藤　
誠
一
⑦　
柳
平　
公
明
⑦

下
村　
　
明
⑩　
小
笠
原　
力
⑪

荒
田　
健
一
⑭　
古
舘　
直
明
⑮

▽
精
練
章
（
勤
続
３
年
）

七
戸　
圭
吾
⑤　
林　
　
昌
雄
⑤

本
地　
光
彦
⑥　
田
澤　
直
樹
⑩

倉
口　
賢
汰
⑩　
前
川　
和
也
⑬

関
口　
　
綾
⑭　
中
野　
　
勧
⑭

■
村
消
防
団
長
特
別
表
彰

▽
優
良
分
団
表
彰

第
14
分
団

■
村
消
防
団
長
感
謝
状
贈
呈

▽
功
労
団
体
感
謝
状

株
式
会
社
阿
部
繁
孝
商
店

■
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

川
畑　
勝
美　

  

○故　　　　　　　　　　
田
澤　
信
夫

藤
館　
卓
弘　
　
岩
澤　
敏
弘

白
銀　
幸
雄　
　
山
本　
貴
広

《
平
成
30
年
度
被
表
彰
者
》

■
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
章

上
山　
昭
一

■
岩
手
県
知
事
表
彰

▽
功
績
章　
　
　
林　
　
正
一　

七
戸　
勝
人　
　
山
本　
　
豊

■
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
精
績
章　
　
　
山
口　
則
雄

▽
勤
続
章　
　
　
和
蛇
田
達
也

久
保　
和
明　
　
林　
　
正
一

山
本　
　
豊　
　
山
本　
隆
也

■
岩
手
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
労
章　
　
　
七
戸　
智
広

▽
功
績
章　
　
　
七
戸　
勝
人

山
本　
　
豊　
　
浅
水　
　
渉

▽
役
員
功
労
章

川
畑　
勝
美

▽
優
良
婦
人
消
防
協
力
隊
員

大
谷　
幸
恵　
南
端　
京
子

▽
内
助
功
労
感
謝
状

和
蛇
田　
悦
子

　

山
根
小
学
校
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
は
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

を
披
露
。
一
人
一
人
が
役
割
を

担
い
、
素
早
い
動
き
で
火
点
を

倒
し
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
で

は
、
児
童
が
「
火
遊
び
し
ま
せ

ん
」
と
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
声

で
誓
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ

ン
ス
を
披
露
。
健
気
な
ダ
ン
ス

に
会
場
か
ら
は
、
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
つ
の
訓
練
を
す
べ
て
終

え
、
山
根
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

や
消
防
団
員
た
ち
が
戸
田
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
を
分
列

行
進
。
統
監
で
あ
る
五
枚
橋
久

夫
村
長
や
住
民
な
ど
に
、
勇
ま

し
い
行
進
を
見
せ
ま
し
た
。

　
消
防
演
習
の
最
後
は
、
瀬
月

内
川
で
放
水
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
住
民
な
ど
が
見

守
る
中
、
各
分
団
が
空
に
め
が

け
て
一
斉
に
放
水
。
水
の
ア
ー

チ
が
架
か
る
と
、
観
客
か
ら
拍

手
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

統
監
台
の
前
を
通
る

村
消
防
団
長
た
ち

表彰受賞者

天高く上がった水柱と満開の桜3
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平成 30 年度　下半期の財政状況（３月 31 日現在）

　村の予算は、皆さんが納める村税、国や県からの補助金、交付金などで賄われています。村では、
この予算の執行状況や財産の内訳などをお知らせするため、年に２回（上半期と下半期）、財政状況
の公表を行っています。ここでは、平成30年度下半期（10月から３月まで）の一般会計・特別会計な
どの予算執行状況や公有財産、地方債の残高などをお知らせします。

予
算
規
模
は
前
年
度
同
期

11
・
２
％
の
増
加

特別会計の状況
区 分 予 算 額 収入済額

（収入率）
支出済額
（執行率）

国 民
健康保険 6億5,523万円 5億9,495万円

（90.8％）
5億9,166万円

（90.3％）

後期高齢 6,144万円 5,842万円
（95.1％）

5,452万円
（88.7％）

農業集落
排水事業 3,551万円 2,779万円

（78.3％）
2,593万円
（73.0％）

下 水 道
事 業 1億5,906万円 1億3,283万円

（83.5％）
1億2,832万円

（80.7％）

索道事業 2,040万円 1,081万円
（53.0％）

1,860万円
（91.2％）

戸 田
財 産 区 481万円 480万円

（99.8％）
415万円

（86.3％）

伊 保 内
財 産 区 745万円 309万円

（41.5％）
596万円

（80.0％）

江 刺 家
財 産 区 640万円 626万円

（97.8％）
476万円

（74.4％）

合 計 9億5,030万円 8億3,895万円
（88.3％）

8億3,390万円
（87.8％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で
一時運用を行っています。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の

９
月
30
日
現
在
（
上
半
期
）

の
予
算
額
は
、
45
億
３
３
８

６
万
円
で
し
た
。
村
で
は
そ

の
後
、
小
中
学
校
建
設
基
本

設
計
業
務
委
託
料
な
ど
８
２

５
４
万
円
、
体
育
セ
ン
タ
ー

床
補
修
工
事
４
６
４
万
円
、

戸
田
保
育
園
法
面
復
旧
工
事

３
７
１
万
円
な
ど
を
追
加
す

る
一
方
、
道
路
改
良
工
事
費

５
１
９
４
万
円
、
自
立
支
援

介
護
等
給
付
金
８
４
２
万
円

な
ど
を
減
額
し
、
３
月
31
日

現
在
（
下
半
期
）
の
予
算
額

は
、
９
月
末
現
在
よ
り
４
７

４
１
万
円
多
い
、
45
億
８
１

２
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
度
同
期
に
比

較
す
る
と
、
災
害
復
旧
費
の

増
加
が
影
響
し
4
億
６
２
７

８
万
円
（
11
・
2
％
）
多
く

な
り
ま
し
た
。

約
45
億
円

下半期
予算額

◎予  算  額　45 億 8,127 万円
◎収入済額　34 億 7,946 万円
◎収  入  率　75.9％

0 4 8 12 16 20

そ　の　他

地方消費税交付金

繰　入　金

諸　収　入

繰　越　金

村　　　税

国庫支出金

村　　　債

地方交付税

県 支 出 金

（億円）

※その他は、使用料及び手数料、地方譲与税など

予算額

収入済額

（　）内は執行率

6 億 976 万円
0 円（0.0%）

18 億 9,907 万円
19 億 8,308 万円（104.4%）

5 億 5,471 万円
1 億 4,925 万円（26.9%）

4 億 6,194 万円
4 億 6,633 万円（101.0%）

3 億 6,236 万円
1 億 5,985 万円（44.1%）

2 億 7,232 万円
3 億 8,680 万円（142.0%）

9,927 万円
8,639 万円（87.0%）
9,437 万円

331 万円（3.5%）
8,536 万円

1 億 597 万円（124.1%）
1 億 4,211 万円
1 億 3,848 万円（97.4%）

一般会計歳入の状況
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公有財産・基金の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

土 地 998,291㎡ ＋287㎡

建 物 64,914㎡ ＋151㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,630万円 ±0万円

物 件 73台 －6台

財政調整基金 41億4,958万円 ±0万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 2億7,651万円 ＋3万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 7,824万円 ＋53万円

村債の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

政 府 資 金 29億5,871万円 －6,393万円

地公体金融機構 8億1,894万円 998万円

市中銀行など 3億5,901万円 －2,682万円

共 済 な ど 87万円 －15万円

岩 手 県 基 金 127万円 －213万円

合 計 41億3,880万円 －8,305万円

公用車・
消防車など

水道事業会計の状況
◦収益的収入と支出…１年間の経営活動の収支　　　　　　　　（単位：万円）

収

入

科　　目 予 算 額 収 入 済 額

水 道 料 金 1億1,902 1 億 1,918

一般会計補助金 75 75

その他の収益 1,341 1,343

合 計 1億3,318 1 億 3,336

支

出

科　　目 予 算 額 支 出 済 額
浄・配・給水費用 4,171 3,979

施設等減価償却費 5,626 5,626

企業債利息償還金 1,312 1,312

その他（総係費含む） 2,209 1,442

合 計 1 億 3,318 1 億 2,359

◦資本的収入と支出…施設改良と
　企業債（借入金）などの収支（単位：万円）

収

入

科　　目 予 算 額 収 入 済 額
一 般 会 計 補 助 金 628 606
補 償 金 2,379 378
負 担 金 487 443
合 計 3,494 1,427

支

出

科　　目 予 算 額 支 出 済 額
施 設 改 良 費 5,698 2,519
営 業 設 備 費 583 494
企 業 債 償 還 金 4,825 4,825
合 計 1 億 1,106 7,838

支
出
済
額
は
約
35
億
円

で
執
行
率
は
約
76
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会

計
予
算
の
執
行
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。
歳
入
の
収
入
済

額
は
34
億
７
９
４
６
万
円
、

収
入
率
は
75
・
９
％
と
前
年

同
期
と
比
べ
14
・
６
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額

は
、
29
億
４
６
３
８
万
円
で

執
行
率
64
・
３
％
と
前
年
同

期
を
22・５
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
い
ま
す
。

村
債
残
高
は
約
39
億
円

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

村
が
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

る
村
債
（
借
金
）
の
残
高
は

3
月
31
日
現
在
で
38
億
５
０

３
３
万
円
。
前
年
同
期
か
ら

は
１
６
２
８
万
円
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
民
一
人
あ
た
り
に
す
る

と
、
約
66
万
円
と
な
り
、
前

年
同
期
よ
り
２
万
円
ほ
ど
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
3
月
末

住
基
人
口
で
計
算
＝
５
７
６

７
人
）。

一般会計歳出の状況
◎予  算  額　45 億 8,127 万円
◎支出済額　29 億 4,638 万円
◎執  行  率　64.3％

※その他は、商工費、議会費、予備費

0 2 4 6 8 10

そ　の　他

衛　生　費

消　防　費

農林水産業費

公　債　費

土　木　費

教　育　費

総　務　費

災害復旧費

民　生　費

（億円）

8 億 2,570 万円
7 億 1,084 万円（86.1%）

7 億 9,152 万円
3,825 万円（4.8%）

7 億 5,180 万円
6 億 5,405 万円（87.0%）

4 億 5,946 万円
2 億 8,575 万円（62.2%）
4 億 5,569 万円
1 億 9,046 万円（41.8%）

4 億 3,054 万円
4 億 495 万円（94.1%）

2 億 7,994 万円
1 億 8,107 万円（64.7%）

2 億 3,750 万円
2 億 1,706 万円（91.4%）

1 億 6,688 万円
1 億 3,621 万円（81.6%）
1 億 8,224 万円
1 億 2,774 万円（70.1%）

予算額

収入済額

（　）内は執行率



6

News & Information

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

村
内
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ
た

場
合
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

10
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）
の

額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共
通

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

一
に
す
る
親
族
が
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供

し
て
い
る
住
宅
。
さ
ら
に
、
対

象
者
が
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
を
所
有
し
、
村
内
に
１
年
以

上
存
す
る
個
人
所
有
の
住
宅
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
宅
を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

③
対
象
工
事
で
他
の
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
こ
の
助
成
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
。

■
対
象
工
事

①
工
事
費
が
30
万
円
以
上
。

②
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
す

る
部
分
の
工
事
。

③
年
度
内
に
完
了
す
る
工
事
。

※
対
象
外
の
工
事
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
建
設
を
村
内
事
業
者
に

よ
っ
て
行
う
場
合
に
要
し
た
経

費
に
対
し
、
10
万
円
の
額
の
九

戸
商
業
協
同
組
合
共
通
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
村
内
に
建
設
す
る
個
人
所
有

の
住
宅
。
対
象
者
が
床
面
積
の

︻
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
︼

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
８
３
）

※
補
助
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
最
大
60
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
。

②
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
（
法
人

を
除
く
）。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

■
補
助
金
の
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

か
つ
60
万
円
を
限
度
と
す
る
額
。

居
宅
補
助
制
度

申
請
受
け
付
け

　

住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

■
対
象
住
宅

　

自
ら
が
居
住

す
る
村
内
の
住

宅
、
ま
た
は
住

宅
と
し
て
使
用

予
定
の
も
の
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
所

を
有
す
る
、
ま

た
は
住
所
を
有

太陽光発電に
商品券15万円

　

村
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
村
内
の
事
業
者

に
よ
っ
て
設
置
す
る
村
民
（
個

人
）
に
、
太
陽
電
池
容
量
１
㎾

当
た
り
３
万
円
（
15
万
円
限
度
）

の
額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共

通
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

商
品
券
を
交
付

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
住
宅
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
。

■
診
断
費
用

　
本
人
負
担
額　
３
０
０
０
円

■
実
施
件
数

　
若
干

２
分
の
１
以
上
を
所
有
し
、
か

つ
、
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
。

②
当
該
住
宅
建
設
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

③
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
。

※
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
る
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
住
宅
完
成
時
に
村
内
に
住
所

を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

耐
震
診
断
に
も

助
成
し
ま
す

新
築
住
宅
に

10
万
円
の
商
品
券

耐
震
改
修
工
事

最
大
60
万
円
助
成

す
る
見
込
み
で
あ
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
の
不
履
行
が
な
い
人
。

※
こ
の
交
付
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
世
帯
に
て
１
回
限
り
。

■
対
象
シ
ス
テ
ム

①
新
た
に
設
置
さ
れ
る
未
使
用

品
の
太
陽
電
池
発
電
。

②
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
が
、

設
置
住
宅
で
消
費
さ
れ
る
も
の
。

③
年
度
内
に
設
置
を
完
了
し
、

か
つ
稼
働
す
る
も
の
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）
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　令和元・２年度の村保健推進員は次の皆さんです。保健推進員は、村民の保健福祉の向上と保健活動の円滑な運営の
ために設置されています。

《主な仕事》　住民の相談を受け、必要な場合は保健師に連絡。健診などの住民への啓発・呼び掛け。

令
和
元
・
２
年
度
保
健
推
進
員
を
紹
介

7

地　区 氏　名 電話番号

南　　    田
長者森　啓　子 42-2352

髙　橋　幸　子 42-2031

小　　    倉 関　畑　智　子 42-3665

長　興　寺　上 岩　部　幸　子 42-2621

長　興　寺　下 千　葉　江美子 42-2986

大   　　 向 坂　本　浅　子 42-3736

五　枚　橋 千　葉　律　子 42-3764

荒  　　  田 古　舘　たい子 42-3690

雪  　　   屋 大　崎　光　子 42-3471

田  　　   代 野辺地　幸　代 42-3772

柿　の　木 丸　橋　礼　子 42-2626

江　刺　家　上 野辺地　千賀子 42-3355

江　刺　家　下 河　村　久美子 42-3294

道     　　地 桐　川　美知子 42-2868

丸　木　橋 丸　木　厚　子 42-3786

山  　　  屋 谷地向　香代子 42-3741

細 　　    屋 細　川　育　子 42-3963

地　区 氏　名 電話番号
瀬　月　内 笹　川　登美子 43-2194

宇　堂　口 田　村　隆　子 43-2369

泥　の　木 本　川　久　子 43-2262

平　　　内 澤　頭　節　子 43-2873

妻　の　神 柳　平　聡　子 43-2883

戸　田　上 月　花　カ　ヨ 43-2964

戸　田　下 三　春　由美子 43-2422

戸田舘の下 舘　本　朝　子 43-2248

山　　　根 上　村　惠　子 43-2417

荒　　　谷 尾　友　京　子 42-3602

二　ツ　家 本　地　愛　子 42-3996

鹿　　　島 戸　花　愛　子 42-2763

伊　保　内　上 小笠原　金　子 42-2339

伊　保　内　下 佐　藤　津江子 42-2548

川   　　 向
金　好　照　代 42-3812

屋形場　弘　美 42-3819

■問い合わせ　住民生活課保健衛生班
　　　　　　　　　　　　　（☎42-2111内線122）

村
営
住
宅
ほ

か
入
居
者
募
集

≲
村
営
住
宅
≳

■
募
集
住
宅

①
村
営
住
宅
川
向
団
地
（
１
戸
）

②
村
営
住
宅
第
２
小
倉
団
地

（
2
戸
）

■
入
居
資
格

1
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

2
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

3
政
令
で
定
め
る
収
入
基
準
に

適
合
し
て
い
る

4
国
税
・
地
方
税
な
ど
滞
納
し

て
い
な
い

≲
若
者
定
住
促
進
住
宅
≳

■
募
集
住
宅

①
戸
田
若
者
定
住
促
進
住
宅

（
1
棟
）

②
南
田
若
者
定
住
促
進
住
宅

（
２
棟
）

■
入
居
資
格

1
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
配
偶
者
が
あ
り
、
40

歳
以
下
の
人
で
構
成
す
る
世
帯

2
将
来
に
わ
た
り
九
戸
村
に
居

住
す
る
人

3
国
税
・
地
方
税
な
ど
滞
納
し

て
い
な
い

4
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
必
要
と
す
る
人

5
定
め
ら
れ
た
家
賃
お
よ
び
敷

金
を
支
払
う
能
力
の
あ
る
人

≲
共
通
事
項
≳

■
住
宅
の
概
要

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

※
第
2
小
倉
団
地
は
浴
槽
・
給

湯
器
は
あ
り
ま
せ
ん

■
入
居
予
定
日

　
6
月
下
旬
～
7
月
上
旬

■
家
賃
（
月
額
）

　

入
居
世
帯
員
構
成
お
よ
び
世

帯
員
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
。

■
募
集
期
間

　
6
月
5
日（
水
）～
19
日（
水
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

■
必
要
書
類

①
入
居
申
込
書
（
役
場
農
林
建

設
課
に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
入
居
希
望
者
全
員

分
の
本
籍
・
続
柄
が
表
示
さ
れ

た
も
の
）

③
平
成
31
年
度
所
得
証
明
書

（
入
居
希
望
者
全
員
分
）

④
平
成
30
年
度
納
税
証
明
書

（
入
居
希
望
者
全
員
分
）

　
■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）
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大
腸
が
ん
は
動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
や
食
物
繊
維
の
摂
取
量

の
減
少
な
ど
、
食
事
の
欧
米
化
が
原
因
で
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
進
行
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
早
期
発
見
・
治
療
を
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

容器回収場所
瀬月内集落センター前
宇堂口地区農村婦人の家前
泥の木集落センター前
村老人福祉センター前
山屋集落センター前
江刺家ふるさとセンター前
保健センター
荒田地区集落センター前
五枚橋公民館前
雪屋地区集落センター前
細屋ふれあいセンター前
舘の下公民館前
山根地区集落センター前
保健センター
平内公民館前
妻の神地区集落センター前
戸田老人福祉センター前
田代生活改善センター前
長興寺多目的集会施設銀杏会館前
保健センター
丸木橋サークルセンター前
おりつめ構造改善センター前
江刺家ふるさとセンター前
荒谷桂藤会館前
二ツ家公民館前
保健センター

対象地区
瀬月内
宇堂口
泥の木
戸田上
山屋
江刺家上
南田
荒田
五枚橋
雪屋
細屋

戸田舘の下
山根

伊保内下、小倉
平内
妻の神
戸田下
田代

長興寺上・下、大向
伊保内上、鹿島
丸木橋
道地

柿の木、江刺家下
荒谷
二ツ家

川向、予備日（未提出者）

回収受付時間
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 45分
８時 00分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 30分
７時 50分～８時 30分
６時 30分～６時 45分
７時 00分～７時 15分
７時 30分～８時 15分
６時 30分～７時 00分
７時 15分～７時 30分
７時 45分～９時 00分

月　日

６月 18日
（火）

６月 19日
（水）

６月 20日
（木）

６月 21日
（金）

大
腸
が
ん
検
診

6
月
18
日
か
ら

≪検診日程≫

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▽
40
歳
以
上
（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る

場
合
は
そ
ち
ら
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者

▽
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と

70
歳
以
上
（
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人
は
無

料
で
す
。

検
診
料

▽
採
便
容
器
に
同
封
し
て

あ
る
「
正
し
い
大
便
の
取

り
方
」
を
よ
く
読
み
、
正

し
く
採
便
し
て
く
だ
さ
い
。

・
2
日
間
、
別
々
の
容
器

に
採
便
し
ま
す
。
ど
ち
ら

の
容
器
が
最
初
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

・
採
便
す
る
日
は
、
容
器

を
提
出
す
る
日
の
4
日
前

か
ら
採
便
可
能
で
す
。

・
生
理
中
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
受
検
票

は
、
必
要
事
項
を
必
ず
記

入
し
、
採
便
容
器
・
検
診

料
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
未
使
用
の
採
便
容
器
は

一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
分

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
都
合

に
よ
っ
て
検
診
を
受
け
ら

れ
な
い
人
は
、
必
ず
返
却

く
だ
さ
い
。

検
診
に
つ
い
て

▽
指
定
日
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
最
終
日
も
し
く
は

い
ず
れ
か
の
会
場
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受

付
時
間
内
に
提
出
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
午
前
９
時
ま
で
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

検
診
日
程
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６
月
４
日
（
火
）
か
ら
歯
と

口
の
健
康
週
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、「
い
つ
ま
で
も

続
く
け
ん
こ
う
歯
の
力
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
健
康
週
間
は
、
歯
と
口

の
健
康
へ
の
正
し
い
知
識
を
国

民
に
対
し
て
普
及
啓
発
す
る
と

と
も
に
、
歯
科
疾
患
の
予
防
に

関
す
る
適
切
な
習
慣
の
定
着
を

図
り
、
併
せ
て
そ
の
早
期
発
見

及
び
早
期
治
療
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
歯
の
寿
命
を
延
ば
し
、

国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

「歯と口の健康週間」啓発ポスター

歯
と
口
の
健
康
週
間

６
月
４
日 

（火） 

～
10
日 

（月） 

は
、

　

公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら

の
会
の
「
宝
く
じ
桜
」
寄
贈
事

業
に
よ
り
、
桜
の
若
木
の
寄
贈

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
寄
贈
対
象

　

宝
く
じ
桜
を
植
栽
や
育
成
、

手
入
れ
し
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
、
公

益
活
動
を
す
る
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
箇
所
と
す
る

①
桜
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
環
境
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

将
来
、
桜
の
名
所
に
な
り
得
る

箇
所

②
植
栽
計
画
、
手
入
れ
保
全
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
箇
所

■
寄
贈
物
件

　
桜
若
木（
樹
高
１・８
ｍ
内
外
、

品
種
数
種
）、
事
業
表
示
石
碑
、

品
種
表
示
板

■
寄
贈
本
数

　

１
箇
所
当
た
り
50
本
以
上

（
50
本
未
満
は
対
象
外
）

■
寄
贈
時
期

　

令
和
元
年
12
月
か
ら
令
和
２

桜
の
若
木

　
寄
贈
受
け
ら
れ
ま
す

年
１
月
下
旬

■
審
査
決
定

　

日
本
さ
く
ら
の
会
の
審
査
に

よ
り
10
月
上
旬
に
合
否
決
定
。

■
募
集
期
限　

　
７
月
31
日
（
水
）

※
配
植
計
画
図
や
現
地
の
写
真

な
ど
申
請
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
生
産
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
５
２
）

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と

お
た
ふ
く
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し

ま
す
。
次
に
記
載
す
る
対
象
者
で
接
種
を
受
け
た
人

は
、
領
収
書
と
印
鑑
、
母
子
手
帳
を
持
っ
て
村
保
健
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
村
保
健
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
久
保
、
☎
42-

２
１
１
１

内
線
１
２
２
）

任
意
予
防
接
種
の

一
部
助
成
を
開
始

ワクチンの種類 助成対象者 助成上限額

ロタ 15,000 円

ロタテック
生後６週から
32 週未満

5,000 円／回
計３回助成

ロタリックス
生後 6週から
24 週未満

7,500 円／回
計２回助成

おたふく風邪
ワクチン

小学校就学前
の幼児

4,000 円／回
計２回助成

※平成31年 4月以前に接種した費用は、助成
の対象とはなりません。

身
体
障
が
い
者
補
装
具
の
巡
回
相
談

　

身
体
障
が
い
者
補
装
具
の
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　
６
月
28
日
（
金
）

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

※
受
付
時
間
は
、
午
前
11
時
30

分
ま
で

■
会
場

　
二
戸
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　
義
肢
・
装
具
な
ど
補
装
具
（
専

門
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
）

■
予
約
期
限

　
６
月
17
日
（
月
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

村
役
場
住
民
生
活
課
地
域
福

祉
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
０
３
）
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むらのわだい

　５月19日の折爪岳で、九曜塾が開かました。
森林学習として、村内の小学生27人と保護者２
人が参加。岩手森の達人の夏井嘉一郎（伊保内上）
さんを講師に、折爪岳の自然を肌で感じながら、
生命の大切さについて学びました。
　夏井さんは、「人が生きるためには酸素と水が
必要。それらを作り出す植物について勉強する
ことは、命の勉強につながる」と話しました。
折爪岳の自然について聞いた参加者は、コロポッ
クルランド周辺を歩きながら森の中を観察。聴
診器を使って木の鼓動を聞いたり、山にある木
や花を観察したりと、自然に感激しきりでした。

然を感じ生命学ぶ
九曜塾で森林学習自

メモを取りながら夏井さん㊧から木について学ぶ児童

－－－ K u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c s －－－

聴診器で木の鼓動を聞きました 葉っぱの重要性について話す夏井さん

つらつと音頭披露
九戸神社例大祭・桜まつりは

　５月５日、九戸神社例大祭と桜まつりが開催され、暖かな春風
に桜が舞う中、子どもみこしや舞台発表などが行われました。
　長興寺小学校の児童は、校訓である「勤勉･自立･感謝」を声
に、重いみこしを力を合わせ担ぎました。また舞台発表では、九
戸神楽保存会が注

し め

連切
きりまい

舞や盆舞、権現舞を力強く演舞。長興寺小
学校の４～6年生は、色とりどりの鮮やかな衣装に身を包み、は
つらつと九戸音頭を披露しました。 輪になり九戸音頭を踊りました

規律正しい訓練を披露した14分団

分団8連覇達成
村消防団規律訓練大会14

　４月21日、伊保内小学校校庭において村消防団規律訓練大会
規律訓練礼式の部が行われました。村内15の分団から247人が
集い、規律のとれた歩行訓練の成果を披露しました。
　分団員たちは仕事の合間などを使い、日夜練習に励みました。
本番では、練習で培った正確な訓練を行いました。厳正な審査
の結果、14分団が8連覇を達成しました。第1位から14分団、
５分団、１分団、11分団、９分団と続きました。
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聴診器で木の鼓動を聞きました

憐な花に心奪われ
戸井良沢で水芭蕉まつり可

　５月３日、戸田地区の戸井良沢水芭蕉公園で水芭蕉まつり
が開かれました。10連休とも重なり、村内外から多くの人
が訪れ、可憐な花に心を奪われていました。
　公園では、水辺を埋め尽くすほどの水芭蕉が咲き誇りまし
た。また、カタクリの花も咲き、紫色が彩りを添えていまし
た。矢巾町から訪れた岩井さんは、「ずっと前から見たかった。
間近で見ることができて感激です」とにこやかに話しました。

通事故のない村へ
１年間交通死亡事故ゼロ交

　５月13日、村役場村長室で交通死亡事故ゼロ１年達成賞
賛状伝達式が行われました。五枚橋久夫村長や藤原剛二戸警
察署長などが出席。賞賛状が村に送られました。
　この賞賛状は、昨年５月11日に発生した死亡事故以来、
１年間死亡事故の発生が無かったことを称えるものです。賞
賛状を受け取った五枚橋村長は、今後も死亡事故のない村を
目指すことを誓いました。 会話にも花を咲かせながら水芭蕉を観賞

賞賛状を手渡す藤原署長㊨と受け取る五枚橋村長

人１団体に表彰状
交通功労者等表彰式１

　5月23日、二戸地区合同庁舎で交通功労者等の表彰式が開か
れました。当村からは、1人1団体選出され、表彰状が送られま
した。今回受賞した1人1団体を紹介します。（敬称略）
■県警察本部長・県交通安全協会長　連名表彰
▷優良運転者　安藤孝

たかとも

具
■二戸警察署長・二戸地区交通安全協会長　連名表彰
▷優良交通団体　伊保内下老人クラブ 表彰を受ける伊保内下老人クラブの佐々木勝信会長㊧

カメラを向けると不思議そうに見つめていました

気よく草原駆ける
戸田牧野で開牧元

　村営戸田牧野では５月８日に、開牧がスタートしました。本年
度は80頭の牛が放牧されました。
　村職員や関係者たちは、搬入された牛にワクチンの接種やひづ
めの消毒をしました。驚いて暴れてしまう牛もいましたが、慣れ
た手つきで牛をなだめていました。
　広大な草原に放たれた牛は、元気よく新緑の草原を駆け回り、
草を食んでいました。



12

み ん な の 広 場

風
吹
け
ば
風
の
意
の
ま
ま
糸
桜

田
村　

畦
畔

山
吹
や
ど
こ
も
変
ら
ぬ
通
い
道

白
樺
の
樹
液
に
浸
る
風
呂
は
初
夏

ゆ
っ
た
り
と
テ
レ
ビ
が
子
守
朝
寝
か
な

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
く
つ
ろ
ぐ
新
樹
光

花
植
え
て
プ
ラ
ン
タ
ー
並
ぶ
玄
関
前

五
月
晴
二
人
で
買
物
街
へ
出
る

高
嶋
ふ
み
女

祝
令
和
は
た
め
く
日
の
丸
初
夏
日
和

停
年
や
む
さ
ぼ
る
朝
寝
無
尽
蔵

産
土
や
山
吹
の
花
父
祖
の
顔

思
い
切
り
生
き
て
来
た
日
日
花
む
し
ろ

ふ
き
み
そ
は
句
友
の
手
作
り
お
す
そ
わ
け

春
休
み
見
ぬ
間
に
伸
び
し
中
学
生

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

古
雛
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
あ
る
思
ひ

学
僧
の
禅
問
答
や
浅
き
春

涅ね

は

ん

え

槃
会
や
障
子
明
か
り
に
法
話
聞
く

啓け
い
ち
つ蟄

や
大
地
の
未
だ
覚
め
き
ら
ず

冴
え
返
る
秒
針
の
音
こ
と
さ
ら
に

冬
部　

雪
女

初
夏
の
風
六
地
蔵
様
に
触
れ
も
し
て

恙
つ
つ
が

な
く
長ち

ょ
う
し子

と
生く

ら

し活
大
朝
寝

山
吹
の
光
返
せ
る
熊
野
館

沢
音
の
山
に
ひ
ろ
が
る
水
芭
蕉

終ひ
ね
も
す日

を
陽
気
な
リ
ズ
ム
若
葉
雨

田
や
畑
に
精
出
す
人
や
初
夏
の
村

老
境
に
入
り
て
無
心
の
朝
寝
か
な

山
吹
の
咲
い
て
黄
金
の
一
重
八
重

平
成
に
老
い
て
令
和
の
花
に
歩
す

産
土
の
か
ら
り
と
晴
れ
て
子
供
の
日

【
四
月
席
題
詠
よ
り
】

人
生
に
ア
ン
コ
ー
ル
な
し
花
ざ
か
り　

（
ふ
み
女
）

回
復
し
九
ヶ
月
ぶ
り
の
花
見
句
座

肩
の
荷
も
軽
く
思
え
て
春
句
会　
　
　

（
赤　

藤
）

平
成
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
万
感
四
月
か
な

見
ぬ
う
ち
に
空
に
広
が
る
辛こ

ぶ

し夷
か
な　

（
畦　

畔
）

収
穫
を
夢
見
て
今
日
も
畑
を
打
つ

開
発
の
進
み
て
山
の
苦
笑
い　
　
　
　

（
雪　

女
）

閉
校
の
校
歌
斉
唱
春
が
す
み

積
み
上
げ
し
一
会
一
会
や
花
の
句
座　

（
青　

村
）

て
く
て
く
と
歩
い
て
俳
句
春
惜
し
む

む
ら
の
文
芸

第
３
７
３
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

小
笠
原 

亜
矢
子
さ
ん

34
歳
・
荒
谷

　

二
戸
市
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
わ
く
わ
く

荘
で
、
介
護
主
任
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　

ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
。

水
沢
や
仙
台
な
ど
行
き
ま
し
た
。

◆
休
み
の
日
は
？　
ド
ラ
イ
ブ
先
で
、
カ

フ
ェ
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

◆
思
い
出
は
？　
高
校
生
の
と
き
野
球
部

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

挫
け
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
が
身
に
つ
い

た
こ
と
。

◆
今
後
の
目
標
は
？
　
仕
事
や
普
段
の
生

活
な
ど
で
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
、

明
る
く
楽
し
く
元
気
い
っ
ぱ
い
生
活
す
る
。

友達の輪 ㊿

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

元気スマイル ㊿

高
倉 

ミ
ヤ
ノ
さ
ん

昭
和
15
年
12
月
10
日
生
・
78
歳
（
宇
堂
口
）

　
以
前
は
阿
部
繁
孝
商
店
に
勤
め
、
現

在
は
お
り
つ
め
工
房
で
元
気
に
働
い
て

い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
花
を
育
て
る
こ
と
と
、

カ
ラ
オ
ケ
を
す
る
こ
と
で
す
。

◆
思
い
出
は
？　
５
年
ほ
ど
前
に
お
り

つ
め
工
房
の
メ
ン
バ
ー
と
、
３
泊
４
日

の
京
都
旅
行
を
し
た
こ
と
。

◆
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
体
操
を

す
る
こ
と
と
、
介
護
予
防
教
室
に
参
加

す
る
こ
と
。

◆
今
後
の
目
標
は
？　
元
気
に
喜
楽
会

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

★
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
流
れ

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
へ
ル
ー

パ
ー
を
利
用
し
た
い
、
車
い

す
な
ど
の
福
祉
用
具
や
手
す

り
の
設
置
な
ど
の
住
宅
改
修

が
必
要
、
生
活
に
不
安
が
あ

る
け
れ
ど
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
、
と
い
っ
た
時
に
は
、

ま
ず
村
役
場
１
階
保
健
セ
ン

タ
ー
内
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
印
鑑
を
持
っ
て
相
談

に
来
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

本
人
の
ほ
か
、
家
族
で
も
で

き
ま
す
。
申
請
を
す
る
と
下

の
と
お
り
の
流
れ
で
調
査
や

審
査
会
が
行
わ
れ
、
介
護
度

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
介
護
度

に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
や
自
己
負
担
額
が
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
機
能

の
低
下
が
見
ら
れ
、通
所
サ
ー

ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

助
け
合
い
の
村
を
目
指
し
て

★
生
活
支
援
体
制
整
備
協
議

体
と
は

▽
助
け
合
い
活
動
が
定
着
し
、

困
っ
た
と
き
に
「
す
け
で
け

ろ
（
手
伝
っ
て
）」
と
声
を
あ

げ
や
す
い
村

▽
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
世
代
が
気
軽
に
集
ま
り
、

声
を
掛
け
合
え
る
通
い
の
場

が
あ
る
村

▽
ご
み
出
し
や
除
雪
、
買
い

物
な
ど
身
の
回
り
の
生
活
支

援
が
充
実
し
て
い
る
村

　

こ
れ
ら
を
目
指
し
て
、
助

け
合
い
を
つ
な
げ
広
げ
る
活

動
に
取
り
組
む
住
民
主
体
の

話
し
合
い
の
場
の
こ
と
で
す
。

★
初
め
て
の
協
議
体
会
議

　

４
月
15
日
、
立
ち
上
げ
後

初
め
て
の
協
議
体
会
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、「
今

あ
る
助
け
合
い
」
を
知
る
た

め
に
、
地
域
の
中
の
「
今
あ

る
助
け
合
い
活
動
」を
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
出
し
て
い
き
ま

し
た
。
サ
ロ
ン
な
ど
の
通
い

の
場
に
つ
い
て
は
多
く
の
情

報
が
出
さ
れ
、
広
が
り
に
つ

い
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
家
事
や
除
雪
な
ど
の

生
活
支
援
や
、
通
院
や
買
い

物
な
ど
の
移
動
手
段
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
近
所
同
士
で

個
人
的
に
助
け
合
っ
て
い
る

情
報
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

後
さ
ら
に
多
く
の
情
報
収
集

と
助
け
合
い
を
広
げ
る
取
り

組
み
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、「
生
活
支
援
体
制
整

備
協
議
体
と
い
う
名
前
は
長

く
覚
え
に
く
い
の
で
、
愛
称

を
つ
け
た
ら
ど
う
か
」
と
い

う
話
題
で
は
、「
住
民
参
加
型

と
し
て
愛
称
の
投
票
を
行
え

ば
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

提
案
が
あ
り
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
愛
称
の
候
補
を
絞
り
、

住
民
か
ら
投
票
し
て
も
ら
う

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
協
議
体
の
愛
称
に
つ
い
て
、

投
票
を
行
い
ま
す
。
村
役
場

１
、２
階
入
口
や
各
支
所
に
投

票
箱
を
設
置
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
投
票
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

や
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）の
み
が
必
要
な
人
は
、「
事

業
対
象
者
」と
し
て「
介
護
予
防・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
窓
口
で

の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら

れ
た
場
合
、
医
師
の
意
見
書
や

訪
問
調
査
な
し
に
、
通
所
・
訪

問
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕

組
み
で
す
。
た
だ
し
、
福
祉
用

具
の
貸
し
出
し
な
ど
を
受
け
た

い
人
に
つ
い
て
は
、基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
は
な
く
要
介
護

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
知
り

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地

区
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
説
明

会
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

　

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内

線
１
２
１・１
２
９
）

『申請』
（地域包括支援センター）

⇩
『調査』

（医師の意見書・市町村職員による本人との面
談調査）

⇩
『審査』

（二戸地域広域行政事務組合）
⇩

『認定』
（要介護１～５、要支援１・２、非該当）
ケアマネージャー決定・サービス利用開始

≪介護申請から認定までの流れ≫
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芸術功労者に表彰状

　

５
月
10
日
、
村
文

化
協
会
定
期
総
会
が

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
会
員

な
ど
が
出
席
し
、
平

成
30
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
、
令
和
元

年
度
の
計
画
と
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

席
上
、
村
の
芸
術

文
化
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
芸
術
文
化
功
労
賞

　
屋
形
場　
正
蔵　
和
田　
敏

　
岩
澤　
　
ヒ
ロ

■
芸
術
文
化
指
導
者
賞

　
宮
澤　
ま
さ
子

表彰状を受け取る屋形場さん㊧

生涯学習アカデミー・女性教室
合同開講式＆講演会

　

生
涯
学
習
ア
カ

デ
ミ
ー
と
女
性

教
室
の
合
同
開
講

式
・
講
演
会
が
５

月
16
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
54
人
が

開
講
式
と
講
演
会

に
参
加
。
１
年
間

の
講
座
に
意
欲
を

み
せ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、

１
年
間
の
講
座
日

　

ま
た
、
特
別
講
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。「
人
生
笑
っ
て
大
逆

転
」
と
題
し
た
講
演
で
、
講
師

の
福ふ
く
ぶ
く
て
い

々
亭
ナ
ミ
子
さ
ん
は
笑
い

と
健
康
の
密
接
な
関
係
性
に
つ

い
て
、
漫
談
を
繰
り
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
参

加
者
た
ち
と
一
緒
に
脳
ト
レ
を

し
ま
し
た
。「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

の
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
右
手
で

２
拍
子
、
左
手
で
３
拍
子
の
指

揮
を
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
、
手
の
動
き
を
間
違

え
て
し
ま
う
と
会
場
か
ら
は
自

然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
ナ
ミ
子
さ
ん
は
、
朝

起
き
て
鏡
を
見
る
と
き
に
作
り

笑
い
を
し
て
み
る
こ
と
が
笑
顔

で
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
、
秘

訣
と
話
し
ま
し
た
。

程
に
つ
い
て
、
社
会
教
育
指
導

員
の
野
田
寛
さ
ん
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

脳トレを一緒にする福々亭ナミ子さん

開講式に参加した生徒たち

　～九戸村の民話Ｐａｒｔ２～

炉ばたのむかし語り
発行しました！

　
村
教
育
委
員
会
で
は
、「
〜

九
戸
村
の
民
話
パ
ー
ト
２
〜

炉
ば
た
の
む
か
し
語
り
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
図
書
室
で
貸
し
出

し
す
る
ほ
か
、
教
育
委
員
会

事
務
局
で
１
冊
８
０
０
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
12
年
に
発
行
し
た
絵

本
「
九
戸
村
の
民
話
」（
パ
ー

ト
１
）
も
１
冊
１
０
０
０
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
購
入
方
法

1
教
育
委
員
会
事
務
局
で
直

接
購
入
す
る
場
合

▽
代
金
支
払
い
後
、
商
品
を

お
渡
し
し
ま
す
。

2
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
注
文
す
る
場
合

【
発
送
ま
で
の
流
れ
】

①
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

　
し
込
む
。

②
郵
送
さ
れ
る
代
金
払
込
票

　
で
支
払
う
。

③
入
金
確
認
後
、
商
品
発
送
。

■
注
文
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
４
・　
41
‐
１
０
１
０
）

パ
ー
ト
１
㊨
と
今
回
発
行
し
た
パ
ー
ト
２

℻
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

学 校中戸九

高

校

内

保

伊

広報くのへ●2019年（令和元年）6月

　

５
月
18
日
好
天
の

下
、
九
戸
中
学
校
体

育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
乱
れ
咲
け
！
情

熱
の
花
」
の
下
、
全

校
生
徒
１
４
６
人
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
成
功
裏
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

組
団
活
動
で
は
、
全
学
年
が

協
力
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
３
年
生
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
組
団
を
ま
と
め
な
が
ら
活
動

を
行
い
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後

輩
た
ち
を
ま
と
め
て
引
っ
張
っ

て
い
く
こ
と
が
い
か
に
大
変
か
、

体育祭が成功裏

　

新
年
度
も
始
ま
り
１
カ
月
経

過
し
ま
し
た
。
本
校
野
球
部
は
、

昨
年
秋
に
は
人
数
不
足
で
軽
米

高
校
と
連
合
で
試
合
を
し
ま
し

た
。
今
年
、
新
１
年
生
６
人
を

迎
え
て
、
１・２
年
生
で
13
人
と

な
り
、
単
独
チ
ー
ム
で
の
出
場

教
諭　

小
田
島　

哲
男　

２
年
ぶ
り
11
度
目
県
大
会
出
場

　夫の高之を埼玉に残し、
札幌へ単身赴任を決めた沙
和子。しかし、久々に一緒
に過ごそうと再会した夫は
うつの兆候を示していた。
ともに歩いた岡山や、かつ
て高之が訪れた盛岡や遠
野。日本各地の風景にのせ
て描かれた二人の人生。

夢も見ずに眠った
絲山　秋子　著／河出書房新社

「農業を株式会社化する」という無理
内田　樹、他　著／家の光協会

六月の雪
乃南　アサ　著／文藝春秋

　今、政府や財界の文脈
で農業を語るとき必ず「強
い農業」という言葉が使
われる。それは今の農業
が「弱い農業」という前
提に立っての発言です。
それではどうやって「強
い農業」にするのか。

　入院した祖母を元気づ
けるため、32歳になった
杉山未來は祖母の生地で
ある台湾の古都、台南を
訪れる。そこで未來は日
本人の涙と無念を知り、
台湾人を襲った悲劇に驚
く。そして未來が下した
人生の決断とは…。

　僕、おたまじゃくし?!
なのに、いつまでたって
も足も手も生えてきませ
ん。仲間はみんな池から
出て行き、僕は一人ぼっ
ちになってしまった。す
るとそこへカエルたちが
来て「君は、本当は○○
○」なんだよだって!!

ぼく、おたまじゃくし？
田島　征三　作／佼成出版社

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
の
福
岡
工
業
高
校
と

の
対
戦
で
は
、
接
戦
を
も
の
に

し
て
勝
ち
、
２
回
戦
で
は
福
岡

高
校
に
２
対
７
で
勝
利
。
代
表

決
定
戦
で
久
慈
高
校
に
17
対
５

で
敗
者
復
活
戦
へ
。
３
校
連
合

と
対
戦
し
て
８
対
27
で
勝
利
し

て
、
第
３
代
表
と
し
て
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
久
慈
高
校
と

㊤
青
組
団
　
テ
ー
マ
「
覇
王
」

㊦
赤
組
団
　
テ
ー
マ
「
輝
魂
」

そ
し
て
組
団
と
し
て
ま
と
ま
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て

バットを構える選手

対
戦
と
な
り
５
対
１
で
負
け
は

し
ま
し
た
が
、
１・２
年
生
チ
ー

ム
と
し
て
良
く
健
闘
し
、
一
戦

ご
と
に
成
長
し
て
い
る
と
実
感

で
き
た
大
会
で
し
た
。
今
後
も

夏
の
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
応
援
し
て

い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

く
れ
た
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）



み
ん
な
の
健
康

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り
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㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　
健
康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
い
る
人
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
口
の
中
の
健
康

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
最

近
で
は
、
歯
周
病
が
全
身
に
及
ぼ
す
影

響
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
歯
周
病
と
は
？

　

歯
周
病
と
は
、
細
菌
の
感
染
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
炎
症
性
疾
患
で
す
。

歯
と
歯
茎
の
境
目
な
ど
の
掃
除
が
行
き

届
か
な
い
で
い
る
と
そ
こ
に
歯
垢
や
細

菌
が
た
ま
り
、
腫
れ
や
口
臭
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

◆
歯
周
病
と
動
脈
硬
化

　

歯
周
病
の
原
因
菌
が
全
身
を
め
ぐ
り

動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ
、
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
血
圧
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
が
高
め
の
人
は

動
脈
疾
患
予
防
の
た
め
に
も
、
歯
周
病

の
予
防
や
治
療
は
よ
り
重
要
で
す
。

◆
歯
周
病
と
糖
尿
病

　

歯
周
病
は
糖
尿
病
の
合
併
症
の
一
つ

だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
歯
周
病

に
な
る
と
糖
尿
病
も
悪
化
す
る
と
い
う

歯
周
病
と
生
活
習
慣
病
の
関
係

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
（
国
保
や

社
保
な
ど
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
に
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
窓

口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
の
方
法

　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
村
役
場

知
っ
て
お
こ
う
！　
限
度
額
適
用
認
定
証

逆
の
影
響
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
歯
周
病
治
療
で
糖
尿
病
も
改
善
す

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
の
人
は
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん

に
通
院
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
の
抜
歯
の
原
因
第
１
位
は
虫
歯

で
は
な
く
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
30
歳
ご
ろ
か
ら
増
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
年
層
や
子
ど
も

に
も
予
備
軍
は
大
勢
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
口
の
健
康
は
重
要
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
き
れ
い
な
口
の
環
境
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。（

保
健
師　
久
保　
和
）

住
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
発
行
さ

れ
た
月
の
初
日
か
ら
直
近
の
７
月
末
ま

で
で
す
。

　

８
月
以
降
も
認
定
証
を
利
用
す
る
人

は
、再
度
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。な
お
、

社
保
加
入
の
人
は
、
勤
め
先
の
会
社
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お
り
。

≪ 70 歳未満≫
▷区分ア（旧ただし書き所得 901万円以上）
【限度額】252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１％

▷区分イ（旧ただし書き所得 600万円以上 901万円以下）
【限度額】167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１％

▷区分ウ（旧ただし書き所得 201万円以上 600万円以下）
【限度額】80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

▷区分エ（旧ただし書き所得 201万円以上）
【限度額】57,600 円

▷区分オ（住民税非課税世帯）　　【限度額】35,400 円

≪ 70 歳以上 75 歳未満≫
▷現役並み所得者Ⅲ（課税所得 690万円以上）
252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１％

▷現役並み所得者Ⅱ（課税所得 380万円以上）
167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１％

▷現役並み所得者Ⅰ（課税所得 145万円以上）
80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

▷一般　【外来】18,000 円【外来＋入院】57,600 円
▷低所得者Ⅱ　【外来】8,000 円【外来＋入院】24,600 円
▷低所得者Ⅰ　【外来】8,000 円【外来＋入院】15,000 円

※それぞれ4回目以降の金額は異なります。（低所得者Ⅰ・Ⅱ除く）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
す
き
間
に
ホ
コ
リ
が

溜
ま
り
、
そ
の
ホ
コ
リ
が
空
気
中
の
湿

気
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
漏
電
し
発
火

す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

【
起
き
や
す
い
場
所
】

⃝

冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
裏
側
の
ホ

　
コ
リ
が
溜
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
。

⃝

台
所
や
洗
面
所
な
ど
湿
気
が
多
い
と

　
こ
ろ
。

村内の火災・救急（４月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1件 2件 －１件
救 急 27 件 98 件 ＋２件

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
に
注
意
！

■
農
作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
に
注
意

⃝

あ
ぜ
道
の
高
低
差
、
ぬ
か
る
み
な
ど

で
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
。

⃝

カ
ー
ブ
で
は
速
度
に
注
意
す
る
。

⃝

夕
方
、
夜
間
に
走
行
す
る
と
き
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
に
反
射
材
を
つ
け
る
な
ど
、

後
方
か
ら
来
る
車
両
に
自
分
の
存
在
を

知
ら
せ
る
。

⃝

ト
ラ
ク
タ
ー
の
尾
灯
な
ど
が
点
灯
す

る
か
、
車
両
に
整
備
不
良
が
な
い
か
定

期
的
に
点
検
す
る
。

■
出
掛
け
る
と
き
は
鍵
か
け
確
認

　

現
状
は
、
平
成
30
年
中
に
県
内
で
起

き
た
空
き
巣
被
害
の
う
ち
、
鍵
を
か
け

て
い
な
か
っ
た
割
合
は
約
72
％
で
し
た
。

全
国
平
均
は
約
48
％
な
の
で
岩
手
県
内

は
鍵
を
か
け
て
い
な
い
割
合
が
高
い
状

況
で
す
。
出
掛
け
る
と
き
や
寝
る
と
き

は
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
！

≲
九
戸
村
や
軽
米
町
で
も
注
意
≳

　

本
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、
当
村
や
軽

米
町
で
も
空
き
巣
や
車
上
狙
い
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
は
大
丈
夫
と

思
わ
ず
家
も
車
も
自
転
車
も
鍵
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
を

　

令
和
元
年
度
分
（
令
和
元
年
７
月
分

か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま
で
）
の
免
除

な
ど
の
受
け
付
け
は
、
７
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
申
請
は
過
去

２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

免
除
申
請
の
手
続
き
・
相
談
は
村
役

場
住
民
生
活
課
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で

は
、
万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
起
き
た
と
き
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納

付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ
り
ま
す
。

村内の交通事故（4月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 1件 1件 －１件
物損事故 2件 25 件 －７件
負 傷 者 1人 1人 －３人
死 亡 者 0人 0人 ±０人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ±０人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数……354日
（4月30日現在）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

≲
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
お
に
っ
こ
」
≳

「
お
」
お
き
な
安
心

「
に
」
個
の
鍵
か
け
で
き
た
か
な
？

「
つ
」
い
う
っ
か
り
は
い
け
ま
せ
ん

「
こ
」
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で
広
め
よ
う

≲
警
察
官
採
用
募
集
の
お
知
ら
せ
≳

　
岩
手
県
警
察
で
は
、
岩
手
県
警

察
官
Ａ
（
大
卒
程
度
）
の
男
性
・

女
性
の
採
用
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
限

　
令
和
元
年
６
月
14
日
（
金
）

◆
第
1
次
試
験
日

　
令
和
元
年
７
月
14
日
（
日
）

◆
採
用
予
定
人
数

　
男
性
30
人
、
女
性
6
人

広報くのへ◦2019年（令和元年）6月
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
不燃・ビン・金物 ６月３日㊊ ６月４日㊋ ６月10日㊊
空 き 缶 ６月17日㊊ ６月18日㊋ ６月24日㊊
粗 大 ご み ６月25日㊋ ６月11日㊋
紙・プラ類 ６月13日㊍ ６月19日㊌ ６月27日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

６ ９ ほそかわ小児科クリニック 26-8100 ６ ９ 菅歯科 23-5161

16 よこもり眼科クリニック 22-2230 16 小野寺歯科医院 33-3050

23 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 23 宮沢歯科医院 46-2953

30 かわさきクリニック 26-9900 30 ますだ歯科クリニック 26-8282

６月

  後期高齢者保険料
均等割額を見直し
　後期高齢者医療保険料均等
割額の軽減特例の見直しが行
われ、75歳以上の年金収入が
80万円以下の人の保険料均等
割が９割軽減から８割軽減に
変わります。このため、納付
額が月平均で320円から630円
になります。今回軽減特例が
見直される一方、介護保険料
の軽減や低所得の年金受給者
の人への年金生活者支援給付
金の支給などが行われます。
■問い合わせ
●村役場住民生活課（☎42-
2111内線212）
●村役場税務会計課（☎42-
2111内線233）

 

軽
減
税
率
制
度
の
準
備
は
、

 

月 
 

日 
 

ま
で
に

30
㊊

９
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人のうごき
（令和元年5月1日現在）

●人　口　　５，７５０　人   （ー１７）
　　男　　　２，７５６　人   （ー１３）
　　女　　　２，９９４　人　  （－４）
●世帯数　          ２，１７５世帯　 　（＋７）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　８　人  　（３５人）
　 転　 出　　　 １６　人  　（５６人）
　 出　 生　　 　　２　人 　 　（７人）
　 死　 亡　　　 １１　人  　（３８人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆表紙にもなっている森林学習。木
に聴診器を当てると水を吸う音が
聞こえるというのを、この年になっ
て初めて知りました。◆こういった
体験を小学生のうちからできるな
んて、羨ましいかぎりです。（前川）

  緊急地震速報
伝達訓練実施

　防災無線で、緊急地震速報の試
験放送を行います。
　有事に備えた大切な訓練です。
皆さんのご理解をお願いします。
■日時　６月18日（火）
　　　　10時ごろ
■放送内容　
（上り４音チャイム）
▷「こちらは、防災九戸村広報で
す。ただいまから試験放送を行い
ます」
（緊急地震速報チャイム音）
▷「緊急地震速報。大地震です、
大地震です。これは訓練放送で
す」
※３回繰り返します。
▷「こちらは、防災九戸村広報で
す。これで訓練放送を終了しま
す」
（下り４音チャイム）
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線173）

  古
こ さ か だ い ま お う

坂大魔王氏
二戸で講演会

　一般社団法人カシオペア青年会
議所では、創立50周年記念講演会
を開催します。

■問い合わせ　一般社団法人カシ
オペア青年会議所（☎23-7765）
※月・水・金の午前中のみ。

  職場のトラブル
相談しませんか

　職場のトラブルなど、労働者と
使用者との間のさまざまな問題に
ついて、県労働委員会の委員（弁
護士、労働団体役員、経営者な
ど）が無料で相談に応じます。
■日時　６月23日（日）
　　　　午後１時～午後４時
■場所　カシオペアメッセ・な
にゃーと
■予約・問い合わせ　県労働委員
会事務局（☎0120-610-797）
※事前に予約してください。

  岩手駐屯地
一般公開します

■日時　６月16日（日）
　　　　午前８時30分～午後３時
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地
■内容　記念式典、第９音楽によ
る音楽演奏、戦車体験搭乗など
■問い合わせ　陸上自衛隊岩手駐屯
地司令業務室（☎019-688-4311）
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５
月
18
日
、
九
戸
中
学
校
校
庭

で
同
校
の
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。
爽
や
か
な
風
が
抜
け
る
校
庭

に
、
赤
組
と
青
組
の
両
組
団
が
集

結
。
各
種
目
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
佐
藤
純
子
校
長
は
、

両
組
団
に
意
気
込
み
を
確
認
す
る

呼
び
か
け
を
し
、
選
手
の
気
持
ち

を
鼓
舞
さ
せ
ま
し
た
。
選
手
は
そ

の
熱
い
呼
び
か
け
に
、
全
力
で
応

え
ま
し
た
。

　

競
技
は
応
援
合
戦
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
各
組
団
が
熱
の
こ
も
っ

た
応
援
を
展
開
。
相
手
の
組
に
負

け
じ
と
、
応
援
歌
や
エ
ー
ル
を
全

力
で
叫
び
ま
し
た
。
次
に
行
わ
れ

た
徒
競
走
で
は
、
１
０
０
ｍ
や

２
０
０
ｍ
を
選
手
が
競
い
合
い
な

が
ら
走
り
抜
け
ま
し
た
。
１
位
と

２
位
が
僅
差
で
ゴ
ー
ル
す
る
場
面

も
あ
り
、
仲
間
や
観
客
な
ど
は
気

持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
し
た
。
団
体
競
技
は
背
中

渡
り
や
四
人
五
脚
、
綱
引
き
な
ど

の
種
目
が
行
わ
れ
、
仲
間
同
士
で

の
連
携
プ
レ
ー
を
見
せ
て
競
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
最
初
の
九
戸
中
学
校
体
育

祭
は
、
６
８
９
対
５
１
３
で
青
組

が
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
乱
れ
咲
け
！
情
熱
の
花
」。
優
勝

旗
を
か
け
て
一
人
一
人
が
力
を
出

し
切
り
、
情
熱
の
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

2020

青空に映えるトーチの炎演技賞に輝いた赤組

20

縄に引っかからないように声を出し合いながら跳躍（長縄跳び）

九
戸
中
学
校
体
育
祭

優
勝
旗
を
か
け

　
　
情
熱
の
花
咲
か
す

差をつけゴールを目指す四人五脚

20

先にゴールテープを切るのはどの組か！？




